
デジタルソリューション
Digital Solutions

デジタルソリューション領域では，デジタル技術で豊かな社会を実現

することを目指しています。東芝グループの幅広い事業領域の知見と，

IoT（Internet of Things）やAIなど先進のデジタル技術を生かし，

社会とともに新しいサービスや価値を創造していきます。
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監視担当者 分析担当者

運用監視サービス
（ダッシュボード）

認証・認可ライブラリー

各種分析サービス
（異常予知・故障予兆検知）

認証・認可ライブラリー

その他サービス

認証・認可ライブラリー

事業部門開発サービス

IoTデータ共通サービス
（HABANEROTS
コンポーネント） 時系列データ管理

（＋プラント向け機能拡張） ファイル管理 管理UI

認証・認可権限管理ユーザー管理設備管理

システム構築
担当者

現場作業員
作業記録

発電プラント
計測値

オンプレミス，クラウドサービス環境

各種DB（データベース）
（リレーショナルDB， 時系列DB， オブジェクトストレージ）

UI：ユーザーインターフェース

電力IoTシステムの概要
Overview of Internet of Things (IoT) platform for energy systems

エネルギーシステムにおける電力IoT（Internet of Things）基盤への適用に向け，東芝IoT基盤サービス
HABANEROTS（注）の共通コンポーネントを拡張した。主には，①発電プラントの用途を想定したAPI（Application 
Programming Interface）拡張，②認証・サービス連携の仕組みの構築，③環境構築簡易化手法の開発を行った。
①では，プラント機器の計測値データに対し，正常値の絞り込みや，統計処理の機能拡充，間引きデータ取得の
高速化などを行うAPIを追加し，ビッグデータ分析や運用監視業務のダッシュボード開発などに幅広く活用できるよ
うにした。
②では，各事業部開発のサービスに組み込める，シングルサインオン（一つのID（識別情報）で複数のサービス

にログインできる仕組み）を実現するためのライブラリーを開発した。また，HABANEROTSのユーザーアカウント
を用いて発電プラントの各種データにアクセスするサービスを，各事業部門が容易に開発できるようにした。
③では，オンプレミスやクラウドサービスなどの環境設定を行ってインストールするスクリプトを開発した。また，
設備・信号などの発電所データを一括登録できる初期設定ツールを整備した。
これらの拡張機能を含むHABANEROTSの共通コンポーネントは，社内オープンソースとして公開しており，各
事業部門で独自の環境を構築することもできる。
今後，様々な事業部門での活用に向け，展開を進めていく。

（注） 各事業部門が，個別にシステム構築しなくてもIoTサービスを始められる，必要な共通機能を提供する基盤サービス。

関係論文： 東芝レビュー．2020，75，3，p.7‒11．
 東芝レビュー．2020，75，5，p.31‒34．

電力IoT基盤への適用に向けた
HABANEROTS共通コンポーネントの拡張

デジタルイノベーションテクノロジーセンター
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自動車業界では，ソフトウェアの増加や複雑化がますます進み，車載部品モデルや外界モデルを用いてシミュレー
ションを行うモデルベース開発（MBD）が普及している。自動車は多くの部品で構成され多くの企業が開発に関わる
が，各社が使うシミュレーターが異なる上，各部品の設計情報を他社に公開したくない意図から，全部品のモデル
情報を集めた車全体レベルのシミュレーションは困難であった。
VenetDCPは，ネットワーク越しに各社のシミュレーターをつなぎ，分散配置されたモデル群を連成させること

で，機密情報開示を回避したシミュレーションができる。また， VenetDCPが自動生成する“バスコネクタ”にモデ
ルの入出力を接続すれば，意識しなくても通信が適正に行われるため，各モデルの配置変更が容易となる。
接続は，FMI（Functional Mock-up Interface）規格（注）に準拠し，この規格に準拠する多数のシミュレーター

と接続可能とした。代表的な複数のシミュレーターと，経済産業省のガイドラインに準拠したベンチマークモデルに
よる相互接続評価を実施し，良好な結果を得た。また評価過程で，規格細部に関し，各社の解釈の違いについて
課題を抽出して対策を講じることで，接続性を向上させた。
更に，テストベンチやHILS（Hardware in the Loop Simulation）など，検証フェーズのシミュレーションに力

を入れてきた自動車業界には，リアルタイム動作するモデル資産が多数存在する。これらを活用するため，リアルタ
イムとバーチャルタイムのシミュレーションを混在させる機能も追加開発した。IEEE（米国電気電子技術者協会）や
Modelica Associationの既存規格を比較検討し，時刻の同期，シミュレーション遅れの検出，及び性能に適した
設計を実現した。

（注） モデル接続のための，Modelica Associationによるグローバル共通インターフェース規格

分散・連成シミュレーションプラットフォームVenetDCP

東芝デジタルソリューションズ（株）

エンジン制御
チーム

トランスミッション
制御チーム

パワートレイン
設計チーム

車両実験
チーム

シャーシ設計
チーム

電装品設計
チーム

車両設計
チーム

分散・連成
シミュレーション
コントローラー

＊公益社団法人 自動車技術会 自動車制御とモデル部門委員会「FMI活用ガイド 
Ver1.0.1」の「6.3 例題2：経産省ガイドラインに準拠したベンチマークモデル
の例」を活用し，各社シミュレーターとの接続検証を実施

分散・連成シミュレーションプラットフォームVenetDCPによる分散
シミュレーション環境の実現
Realization of distributed simulation environment by means of 

VenetDCP distributed co-simulation platform

モデルシミュレーション

専用ハードウェアによる
リアルタイムシミュレーター

VenetDCP コンソール

試験車（実ハードウェア）
との接続も可能

分散・連成シミュレーション
コントローラー

マスワークス社Simulink™

VenetDCPを用いたリアルタームシミュレーションの概要
Outline of real-time simulation using VenetDCP
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発話内容を
項目ごとに
自動入力

①発話内容を
　日時ごとに
　一時保存

③追記項目を選択

②追記内容を選択
　（複数選択可）

④フィラー（「えーと，」）などを
　除去して，選択内容を追記

訪問先は東芝
本社で案件名
はRECAIUSの
新規提案です。

えーと，次回，
社長にデモを
まじえたご紹介
をすることに
なりました。

メールで日程
をアレンジ
します。

RECAIUS 報告エージェントの音声メモ機能の概要
Overview of voice memo function of RECAIUS Report Agent voice dialogue artificial intelligence (AI) service

RECAIUS 報告エージェントは，スマートフォンのアプリケーションからAIエージェントと対話し，音声で業務内
容の報告ができるサービスである。今回，実際にRECAIUS報告エージェントを1,500人規模の営業員に導入して
いるユーザーの声から，移動中などの 間時間を活用して報告が促進できる機能を強化した。
従来，移動中に報告内容を考えながら発話する際は，言いよどみや言い間違いを避けることが難しく，手修正に

よる手間が掛かっていた。
今回，機能強化として，発話したテキストを一時保存することで，失敗しても言い直すことができる“音声メモ”機
能を新たに開発し，修正を容易にした。記録したテキストは，日時ごとに整理され，画面タップにより指定した入力
項目に追記できる。更に，利用者が無意識に発する「えーと」や「あのー」などのフィラーは，報告には不要な情報の
ため，入力する際に自動で除去する機能も追加した。また，業務内容がスマートフォンに一時保存される点がセキュ
リティー上の課題となったが，保存期間を企業ポリシーに合わせて設定できるようにして解決した。
これらの機能により，移動中などの 間時間に打ち合わせ内容を思い付くままに一旦入力し，その後，落ち着い
た場所で画面タップにより項目を整理するなど，従来よりも多くのシーンで利用可能となった。
ほかにも，製品名などの企業マスターを参照して入力する“検索”機能も向上させた。例えば，氏名だけでは候補
が絞り込めない場合，部門名と一緒に検索するなど複数要素の検索で，利用者の意図した候補に絞り込むことがで
きる。

音声対話AI で報告業務をデジタル化する
“RECAIUS 報告エージェント”

東芝デジタルソリューションズ（株）
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製造現場での作業員の様々な情報を見える化し，作業効率
の改善やソーシャルディスタンスの確保に貢献するサービス
“Meister Apps現場作業見える化パッケージ”をリリースした。
近年のIoT技術の進展に伴って，工場設備など物の状態の把

握・予測・最適化が可能になりつつある。一方，作業者など
人の状態や行動については，データの取得や分析が難しく，活
用が広がっていない。
Meister Apps現場作業見える化パッケージは，IoTやAIの

技術を活用し，作業者の位置・動作・発話などの様々な情報
を自動的に収集し，現場作業をデジタル化して見える化・分析
することができる。また，製造現場の作業効率や生産性の向上
に加え，作業者の密集状況のチェックやアラート発信，リモー
トでの作業指示など，作業員のソーシャルディスタンスの確保
にも応用でき，ニューノーマルに対応した，新しい製造現場様
式の実現を支援する。

東芝デジタルソリューションズ（株）

データ統合
（デジタルツイン）

データ分析
（予知・予兆）

アセット管理

オペレーション
管理

設備・人

収集・監視

異常予測 故障予測

部品手配 要員手配 契約管理
保全計画 運転計画 実績管理

復旧対応 保全対応

日常点検 定期点検

付加価値サービス 契約
課金・請求

現場支援 教育・マニュアル

日常運転 遠隔操作
監視 異常検知 コールセンター

現場の状況を
多面的に捉える

アセット統合データ基盤
アセット統合データモデル

接続情報 ファイル 動的
データ

時系列
データ

属性情報

格納データ例
・ IoTデータ
　  アセット情報
　  計測値
　  音声
　  画像

・ 保守データ
　  保全計画
　  履歴情報
　  文書情報（設計図など）
　  組織情報（作業員など）

IoTデータとO&M業務データを統合するアセット統合データ基盤
Asset data platform for integration of IoT data and operation and 

maintenance (O&M) business data

作業現場の
活動情報

改善の
気付きを提示

IoTデータ蓄積基盤

蓄積

見える化テンプレート

位置
データ

動作
データ

発話
データ

推奨エッジデバイス

５Ｗ１Ｈで現場作業の実態を把握 作業効率の改善と
ソーシャルディスタンスの確保を両立

活用収集

リストバンド型
生体センサー

スマート
フォンビーコン

密集度チェック作業分析

5W1H：When，Where，Who，What，Why，How

Meister Apps 現場作業見える化パッケージの概要
Overview of Meister Apps field work visualization package

設備・機器メーカーでは，現場の設備や機器からのIoTデー
タを活用した遠隔監視などの実現が増えているが，工場・プラ
ントの運営者サイドでは，作業員や監視員が巡回点検などを
行っている現場が依然として多いのが実情である。
そこで，IoTデータと，保全やフィールドサービスなどのO&M

（Operation and Maintenance）業務システムのデータを統
合し，両者が活用できる新たなプラットフォームとして，O&M
を支えるアセット統合データ基盤の提供を開始した。
アセット統合データ基盤の活用で，工場・プラント運営者は，
日々の作業の効率化・自動化・遠隔化による人材不足の解消
だけでなく，人件費削減によるコスト競争力強化や，常時監視
化による作業品質向上，更には最適運転による省エネや，環境
負荷低減，作業安全といった効果が期待できる。
一方，設備・機器メーカーにとっても，設備・機器の長寿

命化や運転の最適化で，高品質なサービス提供に加え，サー
ビスのビジネス化で継続的な高収益モデルの創出も期待でき，
結果的にはO&M業界全体の高度化が図れる。

東芝デジタルソリューションズ（株）

O&Mを支える新たなプラットフォーム

ニューノーマルに対応する現場作業のデジタル化
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業務システムのIT（情報技術）革新やCPS（サイバーフィジ
カルシステム）の実現では，アプリケーションを実行するICT
（情報通信技術）基盤の検討（クラウドシステム選定，セキュリ
ティー方針・運用方法決定など）が後回しになりがちで，短い
検討時間の中でコストが問題になることが多い。そこで，ICT
基盤としてすぐに導入できる仮想プライベートデータセンターフ
レームワークとそれを実現するクラウドマネージドサービスを開
発した。
中核となるクラウドサービスは，様々な事業のサービスレベ

ルに応えるため，マルチクラウドを導入するサービスを標準化
するとともに，仮想サーバー，オンプレミス，コンテナが混在
する環境を監視するサービスも提供する。運用に必須なセキュ
リティーと監視・運用は，非機能要件と実行プロセスをあらか
じめ設計・自動化・省力化し，導入・運用コスト削減を可能と
した。
この結果，ICT基盤を仮想プライベートデータセンターとして
扱うことができ，物理的な制約を極小化してアジャイルなビジネ
ス活動を支える仕組みを実現した。

東芝デジタルソリューションズ（株）

GridDB Cloud

WebAPI
ODBC
JDBC

分析データ

SQL データ分析

顧客の
クラウドネイティブな
アプリケーションIoTデータ

IoTデータ生成

電力 製造 交通

スマート
コミュニティ ロジスティクス

運用・監視

東芝デジタル
ソリューションズ（株）

ODBC ：Open Database Connectivity
JDBC ：Java™ Database Connectivity

GridDB Cloudの概要
Overview of GridDB Cloud service targeted at GridDB databases for big 

data and IoT data

ICT基盤を防御するセキュリティーサービス

データ
センター

多種多様なICT基盤と最先端のクラウドサービス基盤

ICT基盤を
安定稼働させる
監視・運用
サービス

各種クラウド
サービス

マルチクラウドとマネージドサービスにより実現される仮想プライベート
データセンター
Virtual private data center realized by introducing multiple cloud 

computing and managed services

GridDBは，NoSQL（Not Only SQL（Structured Query 
Language））の代表的データモデルのキーバリュー型を拡張
し，独自のキーコンテナ型のデータモデルを採用した，高頻度
で大規模な時系列データを効率良くリアルタイム処理・管理で
きるデータベースである。また，NoSQLのインターフェースに
加え，SQLのインターフェースも併せ持ち，利便性の高い外部
接続性を備える。
今回，従来のオンプレミス版に加え，クラウドサービスとし

て管理，運用するためのGUI（グラフィカルユーザーインター
フェース）やツールを付加した“GridDB Cloud”を開発した。
GridDBをクラウドサービスとすることで，“初期導入のしやす
さ”，“導入後の運用・監視の手間の削減”，“クラウドネイティ
ブなアプリケーションとの接続容易性”を顧客に提供できる。ま
た，従来のGridDBと同じAPIを用いて接続できるため，今ま
での開発手法が継承でき，技術習得のコストが抑えられる。更
に，運用管理GUIを強化したことで，ユーザーの使いやすさを
向上させた。

東芝デジタルソリューションズ（株）

ビッグデータ・IoT向けデータベースGridDBのマネージドサービス化技術

CPSを実現するマルチクラウド運用技術
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コンタクトセンターにおける応対品質とオペレーター満足度の
向上を目的として，顧客とオペレーターの会話を分析し，応対
品質に関連する各種指標を評価して見える化する“RECAIUS 
コンタクトセンタープラス ”の新機能を開発した。
この新機能では，コンタクトセンターでやり取りされる会話を
音声認識技術によってテキスト化するとともに，会話中のオペ
レーターの発話率や発話速度を測定する。また，口癖や，言っ
てはいけない／言わなくてはいけない言葉などの発話回数を計
測し，レーダーチャートで表示する。これらの指標に基づいて，
スーパーバイザーが各オペレーターの応対品質を評価すること
で，定量的で納得性の高い指導を可能にした。また，オペレー
ター自身による振り返りや改善にも活用でき，満足度の向上に
つながる。
今後，一般的な営業シーンでのオンライン商談にも適用範囲

を広げ，見える化により気付きを促すビジネスインサイトサービ
スとして展開していく。

東芝デジタルソリューションズ（株）

CTI ：Computer Telephony Integration
ACD ：Automatic Call Distribution

応対履歴
データテキスト会話音声

コールセンター

コールセンター・
CTIシステム

• CTI
• ACD
• 会話録音
• レポート

受信管理・振り分け

会話の自動テキスト化・応対業務支援システム
• 応対内容の自動テキスト化
• 要約・報告書作成支援
• 応対スキルの可視化
• 問い合わせ傾向の可視化

報告書
作成支援

応対
振り返り

応対スキル・問い合わせ
傾向の可視化

電話
交換機

顧客 RECAIUSコンタクトセンタープラス

RECAIUSコンタクトセンタープラスの機能概要と通話品質指標
Overview of RECAIUS Contact Center Plus function to visualize speech 

quality indicators for contact center systems

チャットボットの導入・運用負荷を大幅に軽減するシナリオレ
ス型AIチャットボットサービス コメンドリを製品化した。
主な特長は，以下のとおりである。
⑴　FAQ（Frequently Asked Questions）集をエンジンに
投入するだけで，重要キーワードを学習し，シナリオレス
で自動的に対話を行う。FAQ集の更新時も，再度投入す
るだけで自動的に再学習するので，メンテナンスが容易に
なる。

⑵　AIの深層学習を用いて言い換え理解を行って検索でき
る。これにより高い検索ヒット率を実現する。
⑶　検索結果を絞り込むために，FAQの重要度の高いサジェ
ストキーワードを利用して対話を行うことで，ユーザーが
知りたい回答へスムーズに誘導する。

今後も，スマートフォン対応や，有人チャット連携，分析アナ
ライザー導入など，現場の課題のスピーディーな解決，及び問
い合わせ対応業務の効率化に向けた本質的な問題解決を目指
して，機能の拡充を進める。
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メンテナンス負荷を削減するシナリオレス型AIチャットボットサービス 
コメンドリ

顧客との会話を評価し見える化するRECAIUSのビジネスインサイトサービス

FAQ登録 FAQ検索

FA
Q

深層学習による
言い換え理解

サジェストキーワード

コメンドリ

AI

質問意図の
解析

絞り込んだFAQ集の中から
質問に対して重要度の高い
キーワードを動的に生成し，
サジェストキーワードとして表示

キーワード選択

自然文で質問

対話

 形態素解析と意図解析
 FAQ集に対して
 重要キーワードを学習
（更新時に再学習）

解決 自動対話で
高い検索ヒット率

AI

AI

シナリオレス型AIチャットボットサービスによるFAQ登録・検索の仕組み
Mechanism of registration and updating of frequently asked questions 

(FAQ) using scenarioless AI chatbot service
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1年分の健康診断データを基に，生活習慣病に関連する各検
査項目が異常となる確率を6年先まで予測するAIサービスを，
WebAPI（Web Application Programming Interface）とし
て製品化した。従業員の健康を支援して生産性向上に取り組む
企業や，地域住民の健康増進を推進する自治体，健康診断を
行うクリニックなどに導入し，将来のリスクを可視化すること
で，行動変容の促進を目指す。
様々な活用シーンに合わせ，リスクの推移をグラフや表など

効果的な表現へ自由にカスタマイズできるように，検査項目ごと
にリスク値を返す単純な機能に分割した，汎用性の高いマイク
ロサービスとした。また，健康診断実施時期の繁閑差による
ワークロードの変動に対応するため，演算リソースを動的にス
ケールするサーバーレスアーキテクチャーを採用した。
今後は，予測対象疾病のラインアップ拡充とともに，パート

ナー企業と連携してヘルスケアデータを活用した新サービスも
創出していく。
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独自の高精度顔認識AIで映像のデジタイズを実現

変化に強いエンジンで
暗いシーンでも高精度認識

成人以降の辞書登録で
経年変化にも対応

顔領域追跡で顔の一部の
映像でも連続した認識が可能

処理の高速化で
素早い動きも認識

顔画像1枚の辞書登録で
表情などの変動要因に対応

映像を認識しながら
オンラインで辞書登録

映像向け顔認識AI サービス  カオメタの特長
Features of Kaometa face recognition AI service for video contents

クラウドサービス

疾病リスク予測AIサービス

APIゲートウェイ

モニタリング IaC

WebAPI nWebAPI 2WebAPI 1

マイクロサービス マイクロサービス マイクロサービス

経過年数

リ
ス
ク 異常

要注意

健康診断データ リスク予測結果

サーバーレス

IaC：Infrastructure as Code

疾病リスク予測AIサービスの全体概要
Overview of disease risk prediction AI service

放送局では，映像の中のどのシーンに誰が映っているかの確
認が重要である。特に，人物の取り違えなどの誤報は社会的影
響が大きいため，多くの時間と人手を割いている。また，アー
カイブ素材の利用に不可欠なメタデータの付与は，長時間映像
を注視するため，人手での作業には限界がある。
カオメタは，世界トップクラス（注）の精度を持つ独自の顔認識
技術を活用し，一人当たり1枚の顔画像の辞書登録だけで高精
度な顔認識をリアルタイムに実現する。人と同等又はそれ以上
の精度で被写体確認ができるため，誤報のない番組制作をサ
ポートする。ところが，数十万件に及ぶ登録用の顔画像の入手
が困難であった。そこで，事前に顔画像が入手できない場合で
も利用可能な，検出顔管理機能をリリースした。映像の中の
顔画像を人物ごとに集約して人物一覧を作成し，タイムコード
（映像のどこに映っているかを示す時間情報）を提示するため，
膨大なアーカイブ素材のメタデータ付与にも有効である。

（注） 2019年6月現在，NIST（米国国立標準技術研究所）主催の顔認識ベンダーテス
トWild部門での評価。
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高精度顔認識技術を活用したメディア向け顔認識AIサービス カオメタ

健康診断結果から生活習慣病発症のリスクを予測する疾病リスク予測
AIサービス

属人性排除，映像の高付加価値化，再利用促進など様々な業務で活用

コンテンツの中に映る出演者の一覧を
作成し再利用時の権利処理をサポート

コンテンツ再利用時の権利処理

視聴率を出演者軸で見える化
データドリブンな業務をサポート

編成・企画
コンテンツのどこに当該人物が
映っているかを瞬時に検索

メタデータ付与

・意図した人物が映っているか
・テロップと人物が合っているか

オンエア確認

カオメタの活用シーン
Use cases applicable to Kaometa
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“AI OCR文字認識サービス”は，AIの適用で手書き文字列
のOCR（光学的文字認識）精度を飛躍的に向上させたクラウド
サービスで，ウォーターフォールモデルを採用して開発してい
た。開発期間が長く，また，研究開発には不確定要素が多い
ため，開発当初に定めた全ての開発要件を満たすことが難しく，
開発終盤で後戻り作業の発生が度々あり，開発遅延の要因と
なっていた。
そこで，アジャイル開発手法を導入するとともに，テスト及び

デプロイの自動化も進め，開発と運用を組み合わせてソフトウェ
アを継続的にリリースするDevOpsを実現した。その結果，行
抽出機能や取り消し線除去機能など，並行して進んでいた研究
の中から完成したものをいち早く採用して製品化し，短期間で
繰り返しリリースすることが可能になった。
今後も，AIの自動学習機能などの研究成果をタイムリーに取

り入れ，機能・性能向上したサービスを継続して提供していく。

関係論文：東芝レビュー．2020，75，5，p.15‒18．
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近くにいた人の数を
カウントして，時系列に表示

Bluetooth™のビーコン信号を受信して
近接者の数と距離を判別

近接者をカウントしてリスク度合いを判定

個人の意識を高める
ポイントシステムとの連携

リスクを回避した人にポイントを
付与し，個人の行動を誘導する

10m以内 7人 2m以内 3人2m以内 3人

あのとき
喫茶店に
長居し過ぎ
たんだ

新型コロナウイルス対策 近接人数可視化アプリケーションAntiCluster 
Personalの概要
Overview of AntiCluster Personal app to visualize number of people in 

close proximity to users for coronavirus infection prevention

技術研究

製品開発 研究成果の採用 研究成果の採用

アジャイル開発

スプリント1
2週間

スプリント2
2週間

スプリント3
2週間

スプリント4
2週間

旧バージョン リリース リリース

手書き文字行抽出機能

東京都府中市片片町 74-32

東京都府中市片片町 74-32

行の抽出

取り消し線除去機能

東京都府中市片片町 74-32

東京都府中市片片町 74-32

行取り消し線
の除去

東京都府中市片片町 74-32

東京都府中市片壁卵
文字認識

東京都府中市片片町 74-32

東京都府中市片片町74-32
文字認識

東京都府中市片片町 74-32

東京都府中市片町74-32
文字認識

誤認識 誤認識

文字認識サービス文字認識サービス

研究成果を短期間で製品リリースにつなげる開発の流れ
Flow of processes to swiftly incorporate research and development 

results into products according to each release

ifLinkは，“ if（もし～なら） ”と“ then（～する） ”の組み合わ
せにより，ノンプログラミングで便利な仕組みを簡単に実現で
きるIoTプラットフォームである。このifLinkを普及させるため，
2020年3月に，社団法人 ifLinkオープンコミュニティを設立
した。この法人における新型コロナウイルス対策推進活動の一
環として， 当社はifLink上で稼働するAndroid™アプリケー
ションを複数開発した。
主なものに，スマートフォンが発信するBluetooth™ビーコン
信号を利用した“AntiCluster Personal ”がある。受信信号の
電波強度から近接者の数と距離を判別し，濃厚接触のリスク度
合いを判定して可視化することで，利用者へ行動変化を促す。
ほかに，店舗や人が集まる場所の密集状況を表示する
“AntiCluster Signage”，CO2（二酸化炭素）センサーで密閉
を検知して換気を促す“ClosedBuster ”，及びサーモグラフィー
で発熱者を検知する“ThermoDetector ”がある。
今後も，この法人を通じてifLinkを広めるための活動を継続

していく。
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ifLinkを活用した近接人数可視化アプリケーション

アジャイル開発とDevOpsの導入で継続的デリバリーを実現したAI 
OCR文字認識サービス
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近年，パートナー企業・社外コンサルタントを交えたイノベー
ション活動や顧客との協業の機会が増えており，ソフトウェア開
発業務を安全かつ効率的に実施できる，新たな概念の企業ネッ
トワーク環境が求められている。また，働き方改革や新型コロ
ナウイルス対策のため，自宅や外出先などから，社内ネットワー
クを経由せず，直接クラウドシステムへアクセスが求められる場
合もある。そこで，次の三つのコンセプトから成る“ ゼロトラスト
ネットワーク ”を構築した。
⑴　全てのネットワークを信用しないことを前提とした，アク
セス制御と監視を重視した基本設計

⑵　いつ，どこで，どんな手段でも安全にネットワークに接
続可能

⑶　ユーザー IDや，利用デバイス，ロケーションなどの監
視，管理，及びアプリケーション制御

これにより，クラウドシステムの拡張性や柔軟性を生かしたま
ま，セキュリティーを担保した企業ネットワークを実現でき，ど
んな場所，どんなデバイスからでも安全に業務できる。現在，
開発環境への適用を進めており，2021年度から順次展開して
いく。
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人事システム

従業員の人生を豊かにするサービスを提供

従業員向けの
サービスを
手軽にサポート

従業員へ企業担当者へ

離乳食，お弁当，
イベントなど

人生を楽しむ 悩み，ノウハウ，
専門家

時間の
有効活用

スキルアップ，人脈，
イノベーション

育成，資格

疾病予測，
保険

ボランティア，
環境保護

家族化
ケアサービス

kitekiteへ
アクセス

個々人に合った
便利なサービス
を利用

グルメ・レシピ
情報

ライフスタイル
情報

子育て支援
情報

スキルの販売 副業 学びの場

健康情報 社会貢献 ペットサービス

企業ポータルサイト
kitekite

企業Aの
サービス

企業Bの
サービス

企業Cの
サービス

企業ポータルサイトkitekite の概要
Overview of “kitekite” company portal site to introduce various Web 

services to employees

クラウドシステム

セキュリティーゲートウェイ

コミュニケーション
クラウドシステム

Microsoft Teams™，
Slack™など

業務支援
クラウドシステム

SFAなど

許可・禁止・警告

・誰が　　・いつ
・どこで    ・何を
・どうした

監視と制御

開発基盤
クラウドシステム
AWS™，Azure™など

Security 
Operation Center

認証基盤 顧客・
パートナー
・他社のパソコン

その他
社外環境

・社外のパソコン
・自宅の個人
パソコン

開発用LAN

・ ID・アカウント
管理
・開発用パソコン

監視・
制御

監視・制御
ログ

対応
履歴

脅威
情報

AI

SFA：Sales Force Automation

ゼロトラストネットワーク環境の構築
Construction of zero trust network environment

働き方改革や新型コロナウイルスの感染拡大により，働き方
や価値観の多様化が進んでいる。企業は，従業員の要望に応え
て様々なサービスを提供し，従業員の満足度向上を図る必要が
ある。
そこで，様々なWebサービスを従業員に紹介するための企
業ポータルサイト“kitekite”を開発し，提供を開始した。従業
員は，kitekiteにアクセスすることで，ふだんの生活では目にし
にくい有用なWebサービスを知り，利用できる。
また，kitekiteは，企業の人事システムと連携することで，
Webサービスを使う上で入力が必要な氏名，住所，家族情報
などの個人情報を自動セットできる。これにより，企業の人事シ
ステムは，オンプレミスやクラウドサーバーなどの導入形態を問
わず，kitekiteのAPIを経由してシームレスにWebサービスま
でつながる。
今後は，従業員の人生を更に豊かにするサービスへ拡大して

いく。
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多様化する働き方を支えるWebサービスを紹介する企業ポータルサイト
kitekite

ゼロトラストネットワーク環境の構築


